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小売店に求められる要件とシステム化のポイント

（１）店舗内作業の効率化､簡素化

（発注、検収、陳列、値付け、ﾁｪｯｸｱｳﾄ等の作業の効率化）

（２）ペーパーレス運用

（移動、返品等の伝票の削減、各種通達の電子化）

（３）マニュアルの整備

（本部指示、マニュアル変更の迅速化）

（１）ＱＲＳ指向した取引先との強調

●小売業側のメリットを十分に意識してのＱＲ推進

●取引先との協調による企業間取引の標準化推進（ＥＤＩ推進）

●取引先との相互情報交換による消費者ニーズへの速やかな対応

（２）物流センター構築による店舗作業の吸収

●商品の備蓄

●入荷検収、値札付け、陳列状態での出庫

（１）情報活用効果の拡大

●バイヤー、コントローラーへの情報支援

●発注、配分作業の合理化

●実績情報の迅速な提供

●商品処理の迅速化

●マークダウン、移動を適切にできるシステム構築

●自動発注の導入

（１）顧客への付加価値の提供・来店頻度の向上

●ポイント割戻しサービス等による顧客の固定化

●優待サービスによる優良顧客の確保

●「個客」を理解してのコンサルティングセールスの実施

●顧客への付加価値の高い情報提供

①徹底した店舗運営の標準化・単純化

②情報活用の革新

③顧客サービスの充実によるＣＳの向上

④マーケティングの強化

店舗運営の標準化・単純化店舗運営の標準化・単純化 流通体制の改革流通体制の改革

情報活用の高度化情報活用の高度化 顧客サービス向上顧客サービス向上



□ 売上・粗利・在庫ﾊﾞﾗﾝｽ
　

□ 損益/資金管理型

□ 資金回転・交差比率

□ 単品管理/個別原価

□ 消化率・回収率管理

□ 売上・粗利・在庫ﾊﾞﾗﾝｽ
　

□ 損益/資金管理型

□ 資金回転・交差比率

□ 単品管理/個別原価

□ 消化率・回収率管理

１．商品管理システムの構想

□ 売上管理型　　

□ 損益管理型

□ 商品回転率

□ 部門管理/売価還元

□ 売上管理型　　

□ 損益管理型

□ 商品回転率

□ 部門管理/売価還元

従来型のシステム従来型のシステム 今後のシステム今後のシステム



２．システム化の課題とキーワード

□ 商品の鮮度管理(消化状況と在庫)
□ バイヤー・コントローラのための商品分析データ
□ 商品データによるコントロールと売り切る力
最盛期に売り切る/衰退期に残さない

□ 店間移動による在庫の効率運用
□ 早期売価変更による粗利率の低下防止
□ 粗利率と資金回収率(在庫含み利益か現金回収か)
□ 販売期間の設定と消化・回収チェック
□ 毎週商品分析(週間MDの習慣づくり)
□ 個別原価法による適正な利益計算
□ 交差比率による評価



３．回転率の考え方

仕入債務回転日数（当月締めの翌月末支払）

当　月 翌　月

６０日●
月初仕入 ●

月末仕入
当月月初仕入から翌月末までは６０日、当月月末仕入から翌月末までは３０日あり、
その平均日数４５日が仕入債務回転日数となります。
（年３６５日で年間８．１回転）

３０日

棚卸資産回転日数（在庫回転）

棚卸資産回転日数＝（月初在庫＋月末在庫）／２／１日平均売上

●
月初在庫

●
月末在庫

月初在庫と月末在庫の平均値を１日平均売上で割ると商は在庫日数（棚卸資産回転日数）になります。
食料品スーパーの棚卸資産回転日数は２０日程度です。（年３６５日で年間１８．２５回転）

この例から仕入の支払サイクルより商品の現金化が早く進むと

回転差資金が発生します。



４．商品消化と損益・資金の関連

在庫消化を点検する考え方(資金回収) 損益計算書
在庫推移 導入 1週 2週 3週 4週 勘定科目 金額 計算式

想定在庫 20 15 10 5 A 売上高 120,000 12x10,000

実績在庫 20 17 14 11 8 B 期首棚卸高

C 当期仕入高 140,000 20x7,000

D 期末棚卸高 56,000 8x7,000

E 当期売上原価 84,000 B+C-D

F 売上総利益 36,000 A-E

G 販売管理費 20,000

H 営業利益 16,000 F-G

資金収支計算
科目 計算式

A 営業収入(現金売上) 120,000

B 営業支出(支払い額) 140,000

E 営業収支 -20,000 A-B0
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導入 1週 2週 3週 4週

収支計算では現金売上と買掛金
の支払いで計算されます。在庫
とは無関係に計算されます。

支払いするまでに回収(現金
化)できるかどうかの点検を
行ないます。販売期間は支
払い回転数で決まります。

不振在庫
未回収差額

商品ごとに予定通り消化できていな
い商品を発見して手を打つことで
１．不振在庫の減少
２．資金の早期回収
をねらいます。

商品ごとに予定通り消化できていな
い商品を発見して手を打つことで
１．不振在庫の減少
２．資金の早期回収
をねらいます。

売価10,000円原価7,000円で計算

損益計算書では期末棚卸し高を
マイナスして当月原価となりま
す。
(売上と原価の対応が原則)

消化率が想定しているよりも遅れ
ているようであれば対策が必要と
なります。
対策は 1.値下げする

2.他店へ移動する
3.返品する



５．商品消化と損益・資金の計算事例

販売単価(上代) 10,000
仕入単価(下代) 5,000

販売予定実績表
1週 2週 3週 4週 5週 6週

仕入数 30
販売予定 5 5 5 5 5 5
在庫予測 25 20 15 10 5 0
実績売上 4 2 3 3 2 2
累計売上 4 6 9 12 14 16
実績在庫 26 24 21 18 16 14

損益計算書
1週 2週 3週 4週 5週 6週 累計

売上高(今週) 40,000 20,000 30,000 30,000 20,000 20,000 160,000
期首棚卸高(前在庫) 0 130,000 120,000 105,000 90,000 80,000 0
仕入高 150,000 0 0 0 0 0 150,000
期末棚卸高(当在庫) 130,000 120,000 105,000 90,000 80,000 70,000 70,000
売上総利益 20,000 10,000 15,000 15,000 10,000 10,000 80,000
販売管理費 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 60,000
営業利益 10,000 0 5,000 5,000 0 0 20,000

資金収支計算
1週 2週 3週 4週 5週 6週 累計

資金前残 30,000 60,000 70,000 90,000 110,000 120,000 30,000
営業収入(現金売上) 40,000 20,000 30,000 30,000 20,000 20,000 160,000
営業支出(支払い) 0 0 0 0 0 150,000 150000
販売管理費支出 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 60000
営業収支 30,000 10,000 20,000 20,000 10,000 -140,000 -50000
資金当残 60,000 70,000 90,000 110,000 120,000 -20,000 -20,000
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売価10,000円原価5,000円で30点の仕入をした場合で、販売/在庫予定と実績を比較しました。
それぞれの時点(週)で、損益計算と資金収支を点検してみます。

売価10,000円原価5,000円で30点の仕入をした場合で、販売/在庫予定と実績を比較しました。
それぞれの時点(週)で、損益計算と資金収支を点検してみます。

Microsoft Excel ﾜｰｸｼｰﾄ



2000/3/30 月別予算表(実績と今後のシミュレーション)
期首在庫 予算項目 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 合計

9,845 売上予算 9,800 9,340 10,240 7,826 6,000 6,000 10,000 12,000 10,000 12,000 10,000 8,000 111,206

粗利率 38.0 38.0 38.0 38.0 38.0 38.0 40.0 40.0 40.0 40.0 35.0 35.0 38.31

粗利額 3,724 3,549 3,891 2,974 2,280 2,280 4,000 4,800 4,000 4,800 3,500 2,800 42,598

月初在庫 9,845 9,921 10,828 10,368 10,168 10,048 9,928 9,928 9,928 9,928 9,928 9,428 10,021

売上原価 6,076 5,791 6,349 4,852 3,720 3,720 6,000 7,200 6,000 7,200 6,500 5,200 68,608

仕入予算 6,152 6,698 5,889 4,652 3,600 3,600 6,000 7,200 6,000 7,200 6,000 4,800 67,791

月末在庫予算 9,921 10,828 10,368 10,168 10,048 9,928 9,928 9,928 9,928 9,928 9,428 9,028 9,953

商品回転率 7.4 6.7 7.2 5.7 4.4 4.5 7.3 8.7 7.3 8.7 8.1 6.8 6.9

資金回転率 11.9 10.8 11.6 9.1 7.1 7.2 12.1 14.5 12.1 14.5 12.4 10.4 11.1

交差比率 452 411 441 348 271 274 483 580 483 580 434 364 427

資金予定表

資金残高 予算項目 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 合計

3,000 営業収入 9,800 9,340 10,240 7,826 6,000 6,000 10,000 12,000 10,000 12,000 10,000 8,000 111,206

翌月支払 2,536 3,691 4,019 3,533 2,791 2,160 2,160 3,600 4,320 3,600 4,320 3,600 40,331

2カ月後 965 845 1,230 1,340 1,178 930 720 720 1,200 1,440 1,200 1,440 13,209

3カ月後 1,424 965 845 1,230 1,340 1,178 930 720 720 1,200 1,440 1,200 13,193

営業支出 4,925 5,502 6,095 6,103 5,309 4,268 3,810 5,040 6,240 6,240 6,960 6,240 66,732

販管費支出 3,112 2,976 3,144 3,432 6,000 3,000 3,000 3,000 3,000 6,000 3,000 3,000 42,664

営業収支 1,763 862 1,001 -1,709 -5,309 -1,268 3,190 3,960 760 -240 40 -1,240 1,810

資金残高 4,763 5,625 6,627 4,917 -391 -1,660 1,530 5,490 6,250 6,010 6,050 4,810

仕入代金は
翌月末に現
金で100%支
払いする場
合

Microsoft Excel ﾜｰｸｼｰﾄ

６．損益シミュレーションと資金繰り予測



●予算書作成
店舗部門別予算
店舗別日割予算

●予算実績対比

●店舗別自動配分発注

●発注書発行

●未入荷商品の管理

●補充発注処理

●定番品自動発注処理

●仕入処理

●値札作成

●買掛金管理
支払い処理
買掛金残高管理

●店舗部門別在庫管理
個別原価管理(単品)
売価還元(部門管理)

●品番別単品在庫管理

●棚卸し処理

●店間商品振替処理

●日割予算実績対比

●売上日報分析

●売上週報分析

●売上月報分析

●商品単品販売分析

売れ筋分析
死に筋分析

販売計画

発 注

仕入・買掛

在庫管理

●ＰＯＳ連携機能
取引ログ連携
精算ログ連携

●ＰＬＵダウンロード
＊ｵﾌﾟｼｮﾝ

ＰＯＳ連携

評価・対策

●店舗別効率分析

●メーカー効率分析

●メーカー部門効率分析

●販売員分析

販売分析

情報分析系

業務系

物流

●センター在庫引当
●値札作成
●ピッキング＆出荷
●店間移動
●返品

７．情報システムの体系



８.情報の分析手法

店舗・メーカー・品番別分析（売上推移・回収率・消化率）

店舗・メーカー・部門別売上・粗利・在庫分析

店舗・部門別売上・粗利・在庫分析

店舗売上・粗利・在庫分析

日割予算達成管理

全店売上速報

随時分析

随時分析

店舗・ﾒｰｶｰ・品番・ｶﾗｰｻｲｽﾞ別分析（売上推移・回収率・消化率）

日報
週報
月報

分析の要素

売 上 高

仕 入 高

粗 利 益

在 庫 高

売上構成比

在庫構成比

粗 利 益 率

商品回転率

資金回転率

交 差 比 率

消 化 率

回 収 率

予算達成率

平 均 売 価

客 数

関 連 率

金
額
の
要
素

構
成

比
率
指
標



９．情報分析のための指標と計算方法

（１）粗利率 ＝　粗利益 ÷売上金額 ×１００

（２）商品回転率 ＝　売上原価÷在庫金額（年間平均下代在庫）

（３）資金回転率 ＝　売上金額÷在庫金額（年間平均下代在庫）

（４）交差比率 ＝　粗利益 ÷在庫金額 ×１００

＝　粗利率 ×資金回転率＊注１）

＝　（粗利益÷売上金額）× （売上金額÷在庫金額）

＊注１） 資金回転率で計算すると投下資本回収比率（ＲＯＩ）

商品回転率で計算すると交差比率とする場合もある

（５）回収率 　　　＝　売上金額÷仕入金額

（６）消化率　　　　　 ＝　売上数量÷導入数量（仕入－返品）



店舗情報システム運用例



(1)日割り予算実績対比表

日別予算実績の
対比

月間累計予算実績
の対比

前年月間累計との
対比

ポイント (1)回転率/在庫日数と交差比率で生産性を確認します。

(2)売上構成比と在庫構成比のバランスが適正か確認します。



(2)売上日報(店舗別)

指定日の日計
上段:金額
下段:数量

指定月の
月間累計

在庫とそれぞれ構成
比･商品回転率(年)年ベｰス交差比率

店舗の詳細情報を知りた
いので大分類別ボタンを押
して確認します。

ポイント (1)回転率/在庫日数と交差比率で生産性を確認します。

(2)売上構成比と在庫構成比のバランスが適正か確認します。



(3)売上日報(店舗別大分類別)

店舗大分類の詳細情報を
知りたいので小分類ボタン
を押して確認します。

大分類内訳明細

ポイント (1)回転率/在庫日数と交差比率で生産性を確認します。

(2)大分類別の売上と在庫構成を確認します。売上や粗利は日計と月累計でチェックします。



(4)売上日報(店舗別大分類別小分類別)

小分類別の商品品番別詳
細情報(単品分析)を知りた
い場合は商品ボタンを押し
て確認します。

小分類別の店舗別内訳(他
店比較)詳細情報を知りた
い場合は他店ボタンを押し
て確認します。

ポイント (1)回転率/在庫日数と交差比率で生産性を確認します。

(2)ドリルダウンで詳細分析しますが、他店情報や商品単品分析へ掘り下げます。



(5)売上日報(小分類別店舗別)

小分類別の商品品番別詳
細情報(単品分析)を知りた
い場合は商品ボタンを押し
て確認します。

ポイント (1)回転率/在庫日数と交差比率で生産性を確認します。

(2)ドリルダウンで商品単品分析へ掘り下げます。具体的にどの商品の影響があるのか確認します。



(6)商品販売分析(店舗別品番別)

商品の詳細情報を確認し
ます。

品番別情報をさらに詳細に
カラｰサイズ別内訳に進み
ます。

ポイント (1)回転率/在庫日数と交差比率で生産性を確認します。

(2)ドリルダウンで商品単品分析へ掘り下げます。具体的にどの商品の影響があるのか確認します。



商品の詳細情報
を確認します。

品番別情報をさ
らに詳細にカラｰ
サイズ別内訳に
進みます。

表示順は売上数の
多い順です。

品番別情報をさ
らに詳細に店舗
別内訳内訳に進
みます。

アイテムや期間売上数
の条件設定

(7)商品販売分析(全店品番別)  ベストセラー分析

ポイント (1)売れ筋の条件は過去n週間で販売数量範囲の組み合わせです。

(2)売れているのに在庫が少ない場合は機会損失のおそれがあります。消化率を点検します。



ポイント (1)消化率と回収率を点検します。過去5週間の販売推移で傾向を確認します。
(2)導入日付はスピｰドを意味します。早く現金化できて利益を出しているかチェックします。
(3)表示順を指定することにより不振商品の重点管理を明確にします。

品番別情報をさ
らに詳細にカラｰ
サイズ別内訳に
進みます。

表示順は在庫
数の多い順で
す。

導入日付が1か月
以上前で現在の
消化率が50%以下

(7)商品販売分析(全店品番別)   不振商品分析



(8)商品販売分析(品番別カラーサイズ別内訳)

カラｰサイズ単品
で店別内訳を見
ます。

カラｰサイズ別に
表示されます。

ポイント (1)カラｰサイズ別バランスを確認します。売れているカラｰサイズや売れていないものを発見します。
(2)客注文で他店のカラｰサイズを確認する場合にも使用します。



(9)商品販売分析(品番カラーサイズ別店舗別内訳)

ポイント (1)カラｰサイズ別店舗別バランスを確認します。売れている店舗や売れていない店舗を発見します。
(2)客注文で他店の在庫状況を確認する場合にも使用できます。

店舗別内訳が表
示されます。

商品情報



(10)商品販売分析(品番別店舗別内訳)

ポイント (1)店舗別のバランスをチェックします。消化の悪い店舗から消化の良い店舗へ移動するかどうか検討します。
(2)全店の在庫が有効に活用できているかどうか点検した後にフォロｰ発注や処分ができます。

品番別情報をさ
らに詳細にカラｰ
サイズ別内訳に
進みます。

消化･在庫状況に差
異があります。



(11)商品販売分析( 売価変更シミュレーション)

ポイント (1)詳細情報を確認した上で、売価変更と仕入先の値引きの両方でシミュレｰションします。
(2)この商品での利益(回収)ができるかどうかの品番別個別損益計算となります。売り切った場合の結果です。

商品詳細情報を
確認します。

在庫数に対して
値下げ後の上代
値引き後の下代
で試算します。

試算結果として
最終回収率が計
算されます。



商品販売分析(過去12週販売推移)



商品販売分析(画像サムネイル表示)



(12)ベストセラーレポート

店舗別内訳へドリル
ダウンします。

先週と今週の状況が表示されま
す。

表示順を指定します。
先週･今週の売上順が
指定できます。



ベストセラーレポート(販売実績)



(13)ベストセラーレポート(店舗別内訳)



(14)メーカー（ブランド）別効率分析(店舗別)

中分類内訳へ
ドリルダウンします。

指定期間の状況(売上･仕入･
粗利･在庫)が表示されます。
黒色は交差比率が平均以下
表示順は売上高の高い順

分析期間を指定します。



(15)ブランド別中分類別効率分析

商品品番分析へ
ドリルダウンします。

指定期間の状況(売上･仕入･
粗利･在庫)が表示されます。
黒色は交差比率が平均以下
表示順は売上高の高い順



(16)ブランド別効率分析(店舗別内訳)

商品分析へ
ドリルダウンします。


